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はじめにはじめに

このガイドでは、形状バッフルを使ってNano	Puff	®ジャケットを補修する方法を説明します。こ
のガイドで修理するバッフルは長方形ですが、どの形でも手順は同じです。このガイドでは、衣
服を解体せずにバッフルにパッチを当てる方法を紹介します。つまり、ジャケットの裏地に補修
用のステッチが見えることになります。ステッチを見せたくない場合は、	ジャケットを開くガイ
ドをご覧ください。(ジャケットを開くと、この修理の難易度は上がり、時間もかかります）。お
そろいの糸を選べば、裏地の修理糸はほとんど目立たないはずですが、選択はあなた次第です。
裁縫は初めてですか？ソーイング用語集をご覧ください。

交換部品やその他のサポートについては、	Patagoniaカスタマーサービスにお問い合わせくださ
い。

ツールツール:

Iron	(1)
Sewing	Machine	(1)
万能ハサミ	(1)

部品部品:

Replacement	Fabric	(1)
Card-stock	(1)

手順手順	1	—	形状バッフルで形状バッフルでPatagonia	ジャケットを修理する方法ジャケットを修理する方法

ほつれた糸や生地を切りながら、傷んだ箇所を確認します。
写真のジャケットには２つのバッフルに穴が１つずつありますが、ここでは１つの穴を修理
します。

あて布を用意します。
ここではわかりやすいように明るい色を選んでいます。

あて布に合う糸を選び	ミシンにセットします。

ジャケットの裏地の色に合う糸を選び、	ボビンに巻きつけミシンにセットします。

https://jp.ifixit.com/Guide/How+to+Open+a+Patagonia+Down+Jacket/12624
https://jp.ifixit.com/Wiki/Sewing_Glossary
http://www.patagonia.com/us/patagonia.go?assetid=3915
https://www.amazon.com/Sunbeam-Anti-Drip-Non-Stick-360-degree-GCSBCL-317-000/dp/B00JPCWDJU/ref=sr_1_4?dchild=1&keywords=iron&qid=1623277360&sr=8-4
https://www.amazon.com/Brother-GX37-Lightweight-Featured-Machine/dp/B07GCFGHY4/ref=sr_1_7?dchild=1&keywords=sewing+machine&qid=1622645018&sr=8-7
https://www.amazon.com/s?k=scissors&crid=7BYBQJ44ZY9O&sprefix=scissor%2Caps%2C221&ref=nb_sb_noss_1
file:///Item/Replacement_Fabric
file:///Item/Card-stock
https://jp.ifixit.com/Guide/Thread+a+Sewing+Machine/19463
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%9F%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%81%AB%E3%83%9C%E3%83%93%E3%83%B3%E3%82%92%E5%8F%96%E3%82%8A%E4%BB%98%E3%81%91%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95/19460


手順手順	2

厚紙にバッフルの形をトレースします。

トレースしたバッフルの形を切り取り、型紙として使います。

ジャケットのバッフルの上に置き、形と大きさが正しいか確かめます。

手順手順	3

素材（ここではナイロン）に適した温度で、	あて布にアイロンをかけます。

あて布に型紙を置き、６～12ミリ幅の縫いしろを入れます。

６～12ミリ幅の縫いしろの幅を含めて生地を切り取ります。

https://jp.ifixit.com/Guide/Press+and+Iron+Fabrics/19461


手順手順	4

型紙をあて、縫いしろを折ります。

折った縫いしろにアイロンをかけます。

手順手順	5

４辺とも折ってアイロンをかけます。



手順手順	6

型紙を取り出します。

再度縫いしろを折ります。

縫いしろ側を下にしてアイロンをかけます。

手順手順	7

バッフルにあて布を並べます。

ジャケットをミシンに置きます。
ステッチからインサレーションが出ないように、極細の針を使用します。

ミシンの針を沈め、あて布の位置を固定します。
インサレーションが出るのを防ぐために、あて布にはまち針を使わないでください。

あて布を押さえながら生地の端を縫います。



手順手順	8

角にたどり着いたらミシンの針を沈めます。

針を生地に挿したまま押さえ金を上げ、あて布を揃えながら慎重に90度回転させます。

押さえ金を下ろして縫いつづけます。

あて布を所定の位置に押さえながら縫います。

手順手順	9

次の角でも同様に、針を挿したまま押さえ金を上げて生地を回転させます。

押さえ金を下ろして３辺目を縫います。



手順手順	10

最後の角でもステップ９を繰り返して４辺目を縫います。

最後に折り返し縫いをします。

手順手順	11

針と押さえ金を上げます。

糸を切って、完成です。


